
○田中地区まちづくり交付金事業の事後評価・・・・・２～３
○地域で育てようおらほの子ども・・・・・・・・・・４～５
○土砂災害・洪水ハザードマップで有事に備える・・・６～７

22222222222222220000000000000000000000000000000088888888888888882008

1111111111111111１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月号号号号号号号号号号号号号号号号 1１月号
№55№55

　１０月４日、市内各保育園で運動会が行われました。祢

津保育園でも多くの家族が応援する中、玉入れの競技で

園児たちは１つでも多く玉が入るよう、かごに向かって

一生懸命投げていました。

 たくさん入れ！
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おおおおおおおおおおお ららららららららららほほほほほほほほほほのののののののののの子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどももももももももももらほの子ども
する全国青少年健全育成強調月間です～

地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
るるるるるるるるるる
みみみみみみみみみみ
でででででででででで
ササササササササササ
ポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
！！！！！！！！！！

  
地
域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
！

青青青青青青青青青青
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
のののののののののの
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成

　
　
　
　
　
　

青
少
年
の
健
全
育
成

  
青
少
年
補
導
委
員
の
取
り
組
み

　

青
少
年
補
導
委
員
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
に

市
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

　

名
の
地
域
の
皆
さ
ん
と
８
名
の

３０小
中
高
等
学
校
の
先
生
方
で
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
主
に
3
つ
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
街
頭
補
導
活
動

　

駅
周
辺
を
行
き
交
う
青
少
年
に

あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
、
問
題
行

動
な
ど
に
目
を
配
り
ま
す
。

 
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

児
童
・
生
徒
の
下
校
時
刻
に
合

わ
せ
て
通
学
路
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

ま
す
。

 
チ
ェ
ッ
ク
活
動

　

市
内
の
店
舗
・
施
設
等
を
訪
問

し
、
商
品
の
販
売
・
陳
列
等
に
つ

い
て
、
青
少
年
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
を
元
に
、

学
校
、
地
域
、
P
T
A
と
連
携
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　

和
地
区
で
は
、
平
成　

年
2

１８

月
に
「
和
地
区
青
少
年
を
有
害

環
境
か
ら
守
る
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

有
害
図
書
等
自
動
販
売
機
Ｎ

Ｏ
宣
言
の
立
看
板
を
設
置
し
、

署
名
活
動
を
行
い
、
現
在
は
会

長
の
白
石
幸
男
さ
ん
（
和
地
区

区
長
会
長
）
を
中
心
に
有
害
図

書
等
自
動
販
売
機
の
周
辺
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
を
浄
化
す
る
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す
。
青
少
年
が
健
や
か
に
成
長
す
る
社
会
環
境
を
つ

く
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
の
責
務
で
す
。
地
域
の
宝
で
あ
る
青
少

年
が
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
地
域
の
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

  
和
地
区
の
取
り
組
み

　

祢
津
地
区
で
は
、
平
成　

年
２０

3
月
に
「
祢
津
地
区
青
少
年
を

有
害
環
境
か
ら
守
る
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
花
岡
洋
さ
ん
（
祢
津

地
区
区
長
会
長
）
を
中
心
に
運

動
し
、　

月
に
有
害
図
書
等
自

１０

動
販
売
機
Ｎ
Ｏ
宣
言
の
立
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。
住
宅
地
に

あ
る
た
め
、
青
少
年
が
立
ち
寄

る
こ
と
の
多
い
場
所
で
す
。
看

板
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

  
祢
津
地
区
の
取
り
組
み

▲１０月に設置されたＮＯ宣言の立看板 ▲守る会のパトロール活動

▲学校の先生方と懇談する青少年補導委員
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地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域でででででででででで育育育育育育育育育育ててててててててててよよよよよよよよよようううううううううう域で育てよう
～１１月は青少年に有害な社会環境を浄化

青青青青青青青青青青
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成
条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例

  
青
少
年
健
全
育
成
条
例

制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定
後後後後後後後後後後
のののののののののの
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ

　
　
　
　
　
　

制
定
後
の
取
り
組
み

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
が
全
面
施
行
さ
れ
て
か
ら
1
年
経
ち
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
育
成
に
関
す
る
施
策
と
社
会
環
境
整
備

の
推
進
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

 
育
成
に
関
す
る
施
策

 
青
少
年
健
全
育
成
計
画
の
策
定

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２０

２９

の　

年
間
に
わ
た
る
青
少
年
健
全

１０
育
成
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
役
所
内
に
庁
内
青
少

年
健
全
育
成
推
進
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
市
と
市
民
の
協
働
に
よ
る

計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 
社
会
環
境
の
整
備

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
図
書
等
自
動
販
売
機
の

台
数
は
、
条
例
制
定
前　
５０

台
（　

業
者
）
で
し
た
が
、

１２

現
在　

台（
９
業
者
）で
す
。

２１

　

今
後
も
業
者
へ
の
指
導

を
強
化
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
有
害
図
書

類
を
収
納
し
た
自
動
販
売

機
の
完
全
撤
去
を
目
指
し

ま
す
。

平成１９年８月　条例に基づく青少年健全

育成審議会を設置

　　　　　　　市長から青少年健全育成

計画について諮問

　　　　９月　地区懇談会を開催（６カ

所で実施、243名参加）

　　　　１２月　児童・生徒・保護者を対

象にアンケートを実施

（小学６年生316枚、中

学２年生298枚、保護者

339枚回収）

平成２０年２月　パブリックコメント手続

制度に基づく意見を募集

　　　　３月　答申を受け、市は青少年

健全育成計画を策定

青少年健全育成計画
策定の経過

平成１９年９月　業者説明会を開催

　　　　１０月　設置届出指導を実施

　　　　１１月　自動販売機の収納物につ

いての指導を開始

平成２０年１月　立入調査実施

　　　　　　　収納物について口頭・文

書指導実施

　　　　４月　業者個別面談実施

　　　　　　　収納物について口頭・文

書指導実施

　　　　７月　立入調査実施

　　　　　　　収納物について口頭・文

書指導、面談指導実施

　　　　１０月　立入調査実施

　　　　　　　収納物について口頭・文

書指導

自動販売機設置業者への
指導の状況

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係　

�　

－

５
８
８
５

６４
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土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避
難
地
図
）
は
、
土
砂
災
害
並
び
に
洪
水

で
危
険
性
が
あ
る
地
域
を
図
示
し
、
避
難
所
を
示
し
た
こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
早
期
避
難
に
役
立
つ
よ
う
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
土
砂
災
害
（
土
石
流
）
の
発
生
の
区
域
で
あ
る
か
、

ま
た
、
洪
水
は
ん
濫
等
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
浸
水
被
害
を
受
け
る
の
か
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
緊
急
時
の
水
防
、
避
難
活
動
等
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

　

全
国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
土
砂

災
害
や
洪
水
は
ん
濫
被
害
。
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

こ
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
土
砂
崩
落
危
険
箇

所
対
策
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
完
成
ま
で

に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
万
が

一
の
災
害
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
被
害
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

土
砂
災
害
や
河
川
の
は
ん
濫
等
に
関
す
る
情
報
を
提

供
す
る
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
や
水
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
市

町
村
は
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
、
ま
た
、

河
川
の
は
ん
濫
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
図
示

し
、
ま
た
、
避
難
場
所
や
迅
速
な
避
難
確
保
等
の
必

要
な
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避

難
地
図
）
を
作
成
し
、
住
民
へ
周
知
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
完
成
し
た
東
御
市
土
砂

災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避
難
地
図
）
は
、

長
野
県
が
調
査
作
成
し
た「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
図
」

と
「
浸
水
想
定
区
域
図
」
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の

で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

と
市
内
の
一
級
河
川
が
は

ん
濫
し
た
場
合
の
浸
水
想

定
区
域
と
を
一
緒
に
表
示

し
た
避
難
地
図
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
土
砂
災
害
警
戒
区
域
図

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
は
、

基
礎
調
査
に
よ
り
渓
流
の

浸
食
さ
れ
る
土
砂
量
や
が

け
の
斜
度
、
地
質
な
ど
を

も
と
に
解
析
を
行
い
、
土

砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る

区
域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

■
浸
水
想
定
区
域
図

浸
水
想
定
区
域
は
、
現
況

の
河
道
状
況
の
も
と
で
、

お
お
む
ね
1
0
0
年
に
1

度
の
確
率
で
起
き
る
と
想

有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
のののののののののののののののののののののののののののののののの
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
にににににににににににににににににににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててててててててててててててて
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

有
事
の
際
に
備
え
て
・
・
・

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害

土
砂
災
害
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ママママママママママママママママママママママママママママママママ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププププププププププププププププププププ
をををををををををををををををををををををををををををををををを
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す

　急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が生じるおそれがあると認めら
れる区域であり、危険の周知、警戒避難体制の整備が行われます。

土砂災害警戒区域の基準

土砂災害警戒区域とは、「急傾斜地の崩壊等が発生した場合には住民等の生命又は身体に危害が生ず
るおそれがあると認められる土地の区域で、当該区域における土砂災害を防止するために警戒避難体
制を特に整備すべき土地の区域として政令で定める基準に該当するもの」に該当する区域のことをい
います。（土砂災害防止法第６条第１項）
■急傾斜地の崩壊　イ　傾斜度が３０度以上で高さが５ｍ以上の区域
　　　　　　　　　ロ　急傾斜地の上端から水平距離が１０ｍ以内の区域
　　　　　　　　　ハ　急傾斜地の下端から急傾斜地高さの２倍 （５０ｍを超える場合は５０ｍ） 以内の区域
■土石流　　　　　土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部から下流で勾配が２度以上の

区域
■地滑り　　　　　イ　地滑り区域（地滑りしている区域または地滑りするおそれのある区域）
　　　　　　　　　ロ　地滑り区域下端から、地滑り地塊の長さに相当する距離 （２５０ｍを超える場合

は、２５０ｍ）の範囲内の区域

土
砂
災
害
警
戒
区
域　
　

土砂災害特別警戒区域とは、「警戒区域のうち、急傾斜地の崩壊等が発生した場合には建築物に損壊
が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生じるおそれがあると認められる土地の区域で、一定の
開発行為の制限及び居室を有する建築物の構造の規制をすべき土地の区域として政令で定める基準に
該当するもの」に該当する区域のことをいいます。（土砂災害防止法第８条第１項）

土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
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とうみ

定
さ
れ
る
豪
雨
に
よ
り
、
信
濃
川
水
系
千
曲
川
及
び

成
沢
川
、
金
原
川
、
三
分
川
、
求
女
川
、
所
沢
川
、

西
沢
川
、
鹿
曲
川
、
小
相
沢
川
の
長
野
県
が
管
理
す

る
区
間
で
は
ん
濫
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の

区
域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

東
御
市
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
右
下
図
の
基

準
に
当
て
は
め
ま
す
と
広
範
囲
に
警
戒
区
域
の
指
定

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

土
石
流
警
戒
区
域
の
基
準
で

あ
る
「
扇
頂
部
か
ら
下
流
で

勾
配
が
２
度
以
上
の
区
域
」

に
当
て
は
ま
る
も
の
で
、
東

部
地
区
の
ほ
と
ん
ど
が
扇
状

地
で
南
面
傾
斜
で
あ
る
た
め

該
当
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

急
傾
斜
地
警
戒
区
域
は
、
千

曲
川
や
鹿
曲
川
の
河
岸
段
丘

に
多
く
存
在
し
て
い
る
の
も

特
徴
で
、
現
在
、
赤
岩
地
区

で
は
急
傾
斜
地
崩
落
対
策
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洪
水
は
ん
濫
区
域
は
、
上

図
の
基
準
に
よ
り
市
内
を
流

れ
る
１
級　

河
川
の
う
ち
8

１６

河
川
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
東
部
地
区
を
流
れ
る
金

原
川
や
西
川
、
成
沢
川
等
は
、

過
去
に
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
出
し
た
河
川
と

の
記
憶
が
あ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ら
河
川
の
特
徴
は
、
急
流
。

こ
の
た
め
、
想
定
し
た
雨
量

の
場
合
に
は
ん
濫
し
た
洪
水
は
扇
状
地
を
流
れ
出
し
、

千
曲
川
へ
流
れ
込
む
も
の
と
の
予
測
で
す
。
流
れ
出

す
洪
水
範
囲
は
ほ
と
ん
ど
が　

㎝ 
未
満
の
色
で
広
域

５０

に
表
示
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
に
滞
留
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
東
御
市
は
危
な
い
の
�　

　
　
　

市
の
形
状
を
認
識
し
て
�

　

最
初
に
、
土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避

難
地
図
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
驚
か
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
、「
東
御
市
は
危
な
い
の
�
」
と
。
私
た
ち
が

住
む
東
御
市
は
、
南
傾
斜
の
東
部
地
区
と
台
地
の
北

御
牧
地
区
と
に
区
別
が
で
き
、
災
害
の
少
な
い
地
域

と
し
て
、
そ
の
特
徴
を
生
か
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
反
面
、
過
去
に
あ
る
「
戌
の
満
水
」
な
ど
、「
そ

の
特
徴
が
故
の
災
害
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
近
年
多
発
し

た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
に
、
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
。

 　

月
に
全
戸
配
布
予
定

１２
　

土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避
難
地
図
）

に
は
、
広
域
避
難
所
や
市
内
医
療
機
関
、
要
援
護
支

援
施
設
な
ど
の
位
置
や
連
絡
先
を
一
覧
表
示
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
裏
面
に
は
、
土
砂
災
害
の
知
識
や
予

防
策
、
日
ご
ろ
の
備
え
等
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
わ
が
家
の
防
災
メ
モ
」

は
、
日
ご
ろ
か
ら
必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、
有

事
の
際
に
慌
て
な
い
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。
よ
り
よ
い
マ
ッ
プ
と
す
る
た
め
に

も
、
ま
た
、
家
庭
で
も
こ
の
マ
ッ
プ
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
有
事
の
際
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
ビ
ニ
ー

ル
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

●
災
害
は
い
つ
お
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
あ
わ
て
ず
に
行
動
が

と
れ
る
よ
う
に
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
大
雨
洪
水
注
意
報
な
ど
が
出
さ

れ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
の
情
報
に
注
意
を
し
、
す
ぐ

に
避
難
で
き
る
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
大
雨
や
長
雨
の
と
き
に
は
、
山

崩
れ
や
が
け
崩
れ
も
お
こ
り
や

す
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
避
難
す
る
と
き
に
は
、
土

砂
災
害
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
河
川
の
は
ん
濫
や
急
傾
斜
地
の

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
市
か
ら
避
難
勧
告
や
避

難
命
令
（
指
示
）
を
出
し
ま
す

の
で
、
す
み
や
か
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と

　

建
設
課
管
理
係

　

�　

－

５
８
８
２

６４

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

　

千
曲
川
及
び
一
級
河
川
の
管
理

　

上
田
建
設
事
務
所

　

�　

－

１
２
６
０

２３

一級河川はん濫による洪水マップ作成の基準
　市内を流れる一級河川8河川（L=35.8㎞）で洪水はん濫が発生した場合に予想される浸

水範囲やその深さなどを表示した「東御市域浸水想定区域図」を基礎データとして活用し

ています。

■浸水想定区域図の対象とする区間

信濃川水系成沢川および金原川、三分川、求女川、所沢川、西沢川、鹿曲川、小相沢川を

対象としています。なお、千曲川の浸水想定区域図もこれに統合しています。

■浸水想定区域図の対象とする確率規模

現況の河道状況（平成20年3月末時点）のもとで、概ね100年に１回程度起こる大雨が降っ

たことにより、信濃川水系8河川の長野県が管理する区間ではん濫した場合に想定される

浸水の状況を想定しています。はん濫した場合の浸水範囲と浸水深は、色別に５段階で表

示しています。

対象河川一覧

河川延長 （㎞）河　川　名№河川延長 （㎞）河　川　名№

4.4所　　沢　　川56.2成　　沢　　川1

3.1西　　沢　　川66.5金　　原　　川2

6.2鹿　　曲　　川74.0三　　分　　川3

1.1小　相　沢　川84.3求　　女　　川4

35.8合　　　計
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月
３
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
で
平
成

１０

　

年
度
東
御
の
日
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

２０区
長
や
各
団
体
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た

皆
さ
ん
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

者
の
皆
さ
ん
に
花
岡
市
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
東
御
の
日
は「
地
球

温
暖
化
防
止
」
に
焦
点
を
当
て
、
会
場
の

内
外
に
、
関
係
す
る
資
料
等
が
展
示
・
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
Ｊ
Ｓ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん

に
よ
り
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
里
の

秋
」
や
「 
故  
郷 
」
な
ど
懐
か
し
い
曲
が
演

ふ
る 
さ
と

奏
さ
れ
る
と
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
曲
に
合

わ
せ
て
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
　

地
方
自
治
功
労　
　

瀧
澤　
　

功
さ
ん

　

地
方
自
治
功
労　
　

大
日
向
洋
一
さ
ん

　

消
防
功
労　
　
　
　

楢
原
龍
太
郎
さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労　
　

唐
澤　

昭
吾
さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労　
　

中
村
袈
裟
信
さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労　
　

笹
平
千
賀
子
さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労　
　

小
山
八
重
子
さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労　
　

　
　

り
ら
の
会　

代
表　

倉
島
清
子
さ
ん

　

交
通
安
全
功
労　
　

美
斎
津
正
子
さ
ん

　

交
通
安
全
功
労　
　

伊
藤　
　

進
さ
ん

　

な
お
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

者
の
皆
さ
ん
は
市
報
と
う
み　

月
号
に
掲

１０

載
し
て
い
ま
す
。

　

祢
津
小
学
校
の
図
工
室
を
改
修

し
て
整
備
し
た
、
祢
津
児
童
ク
ラ

ブ
が　

月
１
日
開
設
し
ま
し
た
。

１０

　

開
設
式
で
は
、
利
用
す
る
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童　

名
、

１９

学
校
、
市
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
の
ほ

か
土
曜
日
、
学
校
の
長
期
休
み
に
、

保
護
者
が
仕
事
で
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
護
者
に
代
っ
て
保

育
す
る
施
設
で
す
。

　

授
業
が
終
わ
っ
た
児
童
が
次
々

に
「
た
だ
い
ま
！
」
と
元
気
な
声

で
部
屋
に
入
っ
て
く
る
と
、
指
導

員
が
「
お
帰
り
」
と
迎
え
て
い
ま

し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
降
ろ
す
と

早
速
宿
題
を
済
ま
せ
、
読
書
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
し
て
、
友
達
と
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

 
祢
津
児
童
ク
ラ
ブ
の
概
要

●
開
設
日

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

（
国
民
の
祝
日
、　

月　

日
〜

１２

２９

翌
年
１
月
３
日
及
び
お
盆
期
間

中
は
休
み
）

●
開
設
時
間　

　

学
校
授
業
日

　
　

放
課
後
〜
午
後
７
時

　

土
曜
日
及
び
学
校
休
業
日

　
　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

●
対
象
児
童　

　

祢
津
小
学
校
に
通
学
す
る
１
年

生
か
ら
３
年
生（
年
間
登
録
制
）

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�　

－

３
１
２
８

６４

▲花岡市長から受賞者に表彰状が授与される

▲ランドセルを降ろすと早速宿題を始める

▲ＪS文化フォーラムの皆さんの演奏

▲会場外には地球温暖化防止に関するパネルが展示
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とうみ

 
平
成　

年
１
月
か
ら
勤
務
可
能
な

２１

　
　
　
　
　
　
　

保
健
師
を
募
集
し
ま
す

１
、
採
用
職
種
、
採
用
予
定
人
員

　

及
び
受
験
資
格

　

①
採
用
職
種　

保
健
師

　

②
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

　

③
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月

３８

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
保
健

師
資
格
を
有
す
る
方
で
、
平

成　

年
１
月
か
ら
勤
務
可
能

２１
な
方

２
、
申
し
込
み
方
法

　

①
提
出
書
類

　

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
　

（
写
真
を
は
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

・
保
健
師
免
許
証
の
写
し

　

・
健
康
診
断
書

　

②
申
込
用
紙
の
請
求

　
　
　

申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総

務
課
に
直
接
請
求
す
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　
　
　

郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
返

送
用
と
し
て
長
形
３
号
の
封

筒
に　

円
切
手
を
は
り
、
返

８０

信
先
及
び
郵
便
番
号
を
記
載

し
た
も
の
と
、
氏
名
、
連
絡

先
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た

用
紙
（
様
式
は
任
意
）
を
必

ず
同
封
し
、　

月　

日
（
火
）

１１

１１

（
必
着
）
ま
で
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

３
、
受
付
期
間

　
　

平
成　

年　

月
４
日
（
火
）

２０

１１

か
ら　

月　

日
（
月
）
ま
で

１１

１７

（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５

３０

時　

分
ま
で
で
す
。（
郵
送
の

３０
場
合
、
締
切
日
の
消
印
有
効
）

４
、
試
験
の
日
時
、
場
所
（
予
定
）

　

①
筆
記
試
験

　
　

試
験
日　

平
成　

年　

月
７

２０

１２

　
　

日（
日
）午
前
９
時
か
ら

　
　

場　

所　

東
御
市
役
所

　

②
口
述
試
験

　
　

試
験
日　

平
成　

年　

月
下

２０

１２

　
　

旬

　
　

場　

所　

東
御
市
役
所

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
、
申
込
用
紙
と
合
わ
せ
て
お

渡
し
す
る
応
募
要
領
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係
�　

－

５
８
７
６

６４

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

  
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

敬

　

敬

老

祝

賀

訪

問

老

祝

賀

訪

問

 
米
寿
、
白
寿
、

 　

長
寿
の
方
々
は

　
　
　
　
　

１
５
７
名

　

敬
老
祝
賀
事
業
の
一
環
と
し
て

例
年
実
施
を
し
て
い
ま
す
、
敬
老

祝
賀
訪
問
が
９
月　

日
、　

日
の

２９

３０

２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
在
住
の　

歳
（
米
寿
）・

８８

　

歳
（
白
寿
）・
１
０
０
歳
を
迎
え

９９ら
れ
た
長
寿
の
皆
さ
ん
の
う
ち
、

訪
問
を
希
望
さ
れ
た　

名
の
お
宅

６５

に
花
岡
市
長
と
増
田
勝
仁
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
が
お
伺
い
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
記
念
品

を
お
渡
し
し
、
共
に
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
め
で
た
く
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
方
は
１
３
９
名
（
男
性　
４３

名
・
女
性　

名
）、
白
寿
が　

名

９６

１０

（
女
性　

名
）、
１
０
０
歳
の
長

１０

寿
者
は
８
名
（
男
性
２
名
、
女
性

６
名
）
で
し
た
。

　

訪
問
し
た
お
宅
で
は
、
花
岡
市

長
か
ら「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
皆
さ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
とととととととととととととととととととととととととととととととと
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
をををををををををををををををををををををををををををををををを
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

 
手
と
手
を
取
り
合
い　

年
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００００００００００００００５０

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

　
 
平
成　

年
度
金
婚
祝
賀
式

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００２０

　

９
月　

日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

１９

ー
で
、
平
成　

年
度
東
御
市
金
婚

２０

祝
賀
式
が
行
わ
れ
、
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た　

組
の
う
ち
、　

組
の
ご

６８

６１

夫
婦
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
花
岡
市
長
、
出
澤
保

則
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
１
組
ご
と
に
慶
祝

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
感
慨
深
い
様
子

で
し
た
。
金
婚
者
を
代
表
し
て
瀬

田
忠
雄
さ
ん
（
金
井
）
が
結
婚
当

時
の
出
来
事
な
ど
を
振
り
返
り
な

が
ら
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の

あ
と
日
本
舞
踊
や
歌
謡
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

▲米寿を迎えた小林みよしさん （本海野）
　（下段中央）

▲白寿を迎えた塚田きのいさん （新張）（下段中央）▲１組ごとに慶祝状と記念品が贈られた
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誕生日おめでとう！（ 11 月生まれ）

 金  井 　 宏 斗   くん （東町）
かな い ひろ と

（１歳、H１９．１１．９生）

　１歳のお誕生日おめでとう�

　毎日、ニコニコ笑顔の愛きょう息子。

大好きな、お姉ちゃんと仲良く元気に

育っていってね�

 宮  下 　 佳 大   くん（田中）
みや した けい と

（１歳、H１９．１１．１４生）

　いつもニコニコ笑顔で、みんなをいや

してくれる佳大。そんな佳大のことがお

父さんもお母さんも大好き�これからも

いっぱい笑って、いっぱい食べて元気に

大きく育ってね�

�１歳のお誕生日おめでとう�

 袴 
はかま

 田 　 染 莉   ちゃん（乙女平）
た そま り

 （２歳、H１８．１１．１６生）

　体は小さいけど、人一倍気が強いそま

ちゃん。

　体も心も健康に大きくなぁれ♪

　野菜も頑張って食べようね！

 宮  下 　 奏 海   ちゃん（本海野）
みや した かな み

 （２歳、H１８．１１．２０生）

　奏ちゃん�２歳のお誕生日おめでとう。

頑固さと泣き声は誰もがお手あげです。

　奏ちゃんのペースで元気でやさしい子

に育ってネ�

 鬼 
き

 頭 　
とう

 輝 空
あき

   くん（田中）
ら

 （２歳、H１８．１１．２９生）

　輝空くんへ

　輝空��２歳の誕生日おめでとう�

　パパとママの宝のあっくん�これから

も元気でかわいい笑顔を見せてね�

 松  本 　 爽 吾   くん（右）（田中）
まつ もと そう ご

　　 英  里 香   ちゃん（左）
え り か

（３歳、H１７．１１．５生）
　そう君、えりちん３歳のおたん
じょうびおめでとう！いつも元気
な２人に、お父さん、お母さんも
タジタジです。優しい気持ちを忘
れずに育ってネ。

 岡  田 　 充 叶   くん （御牧原北部）
おか だ みち と

（１歳、H１９．１１．６生）

　たくさんの愛情にはぐくまれながら、

もうすぐ１歳。ますますやんちゃ坊主に

なる予感大です。奈和実お姉ちゃんと仲

良く、心もからだ�も元気に大きくなぁ

～れ！

 射  手 　
い て

 響 也
きょう

   くん（田中）
や

（１歳、H１９．１１．１２生）

　響ちゃん１歳のお誕生日おめでとう。

　笑顔がとてもかわいい響ちゃん。パパ、

ママ、お兄ちゃんは、とても幸せだよ。

　これからも元気で、たくましく成長し

てね。

 山 田
やま

   
だ

　 蓮 人   くん（本海野）
れん と

 （２歳、H１８．１１．２生）

　蓮ちゃんお誕生日おめでとう。

　最近はかなりわんぱくで、ママもパパ

もたいへんだけど、おしゃべりも上手に

なって毎日たのしいよ�

　これからも元気に育ってね�

 金 
かな

 丸 　
まる

 侑 斗
ゆう

   くん（乙女平）
と

 （２歳、H１８．１１．１７生）

　お誕生日おめでとう♪

　かわいいおしゃべりで、いつもパパと

ママを楽しませてくれてありがとう。

　いっぱい遊んで元気に大きくなってね。

 小 
こ

 林 　
ばやし

 亮 太
りょう

   くん（東上田）
た

 （２歳、H１８．１１．２８生）

　人なつっこくて、みんなに笑いかける

亮太。最近少しずつおしゃべりが出来る

ようになってきたね。キミの思っている

ことが伝わってきてうれしいよ�心も体

も健やかに、たくましく育ってね�

 白 
しら

 倉 　
くら

 颯 人
はや

   くん（城ノ前）
と

 （３歳、H１７．１１．３生）

　�３歳のお誕生日おめでとう�

　颯人のやんちゃぶりには、パパもママ

もドキ2、ハラ2の毎日ですが、これから

も明るく元気にGo Go �
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☆募集します!!☆（対象者１２月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課

広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く

ださい。　締め切りは、１１月１１日 （火） 必着。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 玲 菜   ちゃん （金井）
れ な

（３歳、H１７．１１．８生）

　れなちゃん３歳おめでとう。

　とっても元気のいいれなちゃん。そん

なれなちゃんに、みーんな元気もらって

います。お兄ちゃんたちといつまでも仲

良しでいてね。

 松  本 　　羚
まつ もと

   ちゃん（本海野）
ひだり

（３歳、H１７．１１．２２生）

　来年の春、保育園に行きます。

　右左の“ひだり”です。

　おともだちになろうね！

 滝  沢 　 昂 大   くん（常田）
たき ざわ あき ひろ

 （３歳、H１７．１１．２５生）

　電車や働く車が大好きな昂大、いつも

皆を楽しませてくれてありがとう�

　これからも元気いっぱい遊んで大きく

な～れ！

 野  崎 　 来 夢   ちゃん （布下）
の ざき らい む

（３歳、H１７．１１．７生）

　３歳、お誕生日おめでとう。

　たくさんの人に愛されて、元気でワガ

ママな子に育ちました。

　ずーっと一緒にいようね。らいちゃん

大好き�　パパ・ママ

 堀 　　 麻 紘   ちゃん（新張）
ほり ま ひろ

（３歳、H１７．１１．２１生）

　まひょ、お誕生日おめでとう。

　最近、お歌やお話がとっても上手に

なって、パパ、ママを毎日楽しませてく

れますね。これからも元気ですくすく

育ってください。

 岡  松 　 想 空   ちゃん（加沢）
おか まつ そ ら

 （３歳、H１７．１１．２３生）

　想空ちゃん、３歳のお誕生日おめでと

う�

　色々な事に好奇心おう盛な想空ちゃん、

これからも元気いっぱいに育ってね�

　

祢
津
児
童
館
で
は
、
平
成　

年
の

１１

開
設
当
初
に
植
え
た
桜
や
こ
ぶ
し
の

木
が
随
分
と
大
き
く
な
り
、
夏
に
は

子
供
た
ち
に
心
地
良
い
日
陰
を
作
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
よ
り
隣
接
し
て
い
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
を
開
放
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
遊
び
の
幅
が
広
が
り
、

地
域
の
皆
様
に
は
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
広
い
空
間
で
思
う
存
分
駆

け
回
り
、
体
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
遊
ぶ

一
方
で
、
草
む
ら
か
ら
ト
カ
ゲ
や
コ

オ
ロ
ギ
を
見
つ
け
出
し
た
り
、
泥
だ

ん
ご
を
光
ら
せ
自
慢
し
合
っ
た
り
と
、

休
む
間
も
な
く
外
遊
び
に
没
頭
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
信
州
未
来
広
場

お
手
玉
愛
好
会
の
皆
様
の
ご
協
力
で

「
お
手
玉
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
、

月
１
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

夏
休
み
に
は
「
絵
手
紙
教
室
」
に
も

取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。　

　

そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
、

集
中
し
て
取
り
組
む
な
か
で
、
学
年

を
越
え
た
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
も
で
き
、
子
供
た

ち
は
普
段
と
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
自
由
な

遊
び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
行
事
や

日
常
の
中
で
遊
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
広
げ
、
人
間
関
係
も
深
め
て
い

け
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲絵手紙教室　何をかこうかな

▲夏休み　みんなでプールに出発�
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一
味
違
っ
た
今
年
の
夏

　
　
　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
三
年

　
 
小  
山 　
 
範 
晃
   
　

こ 

や
ま 

の
り 
あ
き

　

「
こ
の
高
さ
を
跳
べ
ば
…
」と
思
い
ピ
ッ
ト

に
立
ち
戦
っ
て
い
た
八
月
の
北
信
越
大
会
。

こ
の
日
の
た
め
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え

練
習
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
種
目
は
陸
上
の

中
で
も
異
色
の
競
技
で
あ
る
。
そ
の
種
目
と

は
「
棒
高
跳
び
」
で
あ
る
。

　

ぼ
く
と
棒
高
跳
び
と
の
出
会
い
は
二
年
生

の
こ
ろ
で
あ
る
。
選
択
体
育
の
授
業
の
時
に

体
育
の
先
生
に
一
か
ら
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。

う
ち
の
学
校
に
は
陸
上
部
が
な
い
た
め
、
陸

上
の
授
業
は
い
つ
も
よ
り
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高

い
。
ぼ
く
は
毎
時
間
人
一
倍
努
力
し
た
。
そ

し
て
新
人
戦
に
出
場
。
し
か
し
結
果
は
２
ｍ

 　
  
と
思
う
よ
う
に
は
跳
べ
ず
、
そ
の
悔
し
さ

５０を
バ
ネ
に
冬
の
間
努
力
し
た
。
春
に
な
り
本

大
会
当
日
、
自
分
の
思
う
結
果
を
残
し
県
大

会
へ
臨
み
、
二
位
で
北
信
越
へ
の
キ
ッ
プ
を

手
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
他
県
で
の
初
め
て
の
大
会
。

ピ
ッ
ト
に
立
っ
た
瞬
間
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。
こ
の
大
会
で
は
、
日
常
で
は
味
わ
え

な
い
体
験
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

本
当
に
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

い
つ
も
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
一
緒
に
過
ご

し
、
応
援
し
て
く
れ
た
全
校
の
皆
さ
ん
、
だ

れ
一
人
欠
け
て
も
今
の
自
分
は
な
い
と
思
う
。

今
年
は
一
味
違
っ
た
夏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　 
楽
し
か
っ
た
体
け
ん
学
し
ゅ
う

　
　
　
　
　

し
げ
野
小
学
校
二
年

　
　
 
五 
い　

し
お
り　

ご

　

今
日
は
体
け
ん
学
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

せ
い
友
の
店
長
さ
ん
が
お
店
の
あ
ん
な
い

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ふ
つ
う
の
お
き
ゃ
く

さ
ん
が
見
せ
て
も
ら
え
な
い
と
こ
ろ
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
買
い
も
の
を
し
た
の
こ
り

の
お
金
で
、
お
い
し
そ
う
な
お
か
し
を
買
い

ま
し
た
。

　

中
お
う
公
園
で
お
べ
ん
当
を
食
べ
ま
し
た
。

ぜ
ん
ぶ
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

さ
い
後
に
田
中
え
き
か
ら
し
げ
野
え
き
ま

で
、
赤
色
の
で
ん
車
に
の
り
ま
し
た
。
キ
ッ

プ
を
買
っ
た
の
は
二
ど
目
で
し
た
。
で
も
、

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

　

足
が
つ
か
れ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

 
か
け
っ
こ
が
は
じ
ま
っ
た

　
　
　
　
　

し
げ
野
小
学
校
二
年

　
　
 
田  
中 　

す
ず
み　

た 

な
か

　

「
パ
ー
ン
」。

　

か
け
っ
こ
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
こ
ろ
の
中

は
、
一
番
に
な
れ
る
か
ど
う
か
、
し
ん
ぱ
い

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
、
が
ん

ば
っ
た
。
で
も
、
ぬ
か
さ
れ
た
。
力
を
ぜ
ん

ぶ
出
し
た
け
ど
、
だ
め
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

ゴ
ー
ル
。
四
番
だ
っ
た
。
く
や
し
か
っ
た
。

来
年
こ
そ
は
、
が
ん
ば
る
ぞ
。

④Ａを合わせて白菜にかけて混ぜ、皿

を重し代わりにのせ、１時間くらい
室温に置いて時々混ぜる。冷蔵庫に
入れて一晩おくとおいしい。

レモンの風味がさわやか

白菜のレモン漬け
�材料

白菜 ………………………… ６００グラム

塩 ……………………… 大さじ１と1/2

水 ……………………… 大さじ１と1/2

レモンの皮 …………………… 1/2個分

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

 Ａ しょうゆ ………………… 大さじ２

　　レモン汁 …………… 大さじ１～２

　　ごま油 …………………… 大さじ１

　　豆板醤 …………………… 小さじ１

�作り方

①白菜は４センチ角に切ってボールに

入れ、塩水を加えて混ぜ、軽く重し

をして時々混ぜながら２時間ほどお

く。

②レモンの皮はせん切りにする。

③白菜の水気を絞って再びボールに入

れ、�を加えて混ぜる。

▲３m５０ で北信越大会６位入賞
 　（右から２人目）　　　　　　

▲いろいろな品物がならんでいるね

▲力いっぱい  さいごまで
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
テ
ン
ペ
ス
ト　

上
･
下

…
…
池
上　

永
一
・
著

�
銀
河
祭
り
の
ふ
た
り

…
…
杉
本　

章
子
・
著

�
糖
質
制
限
食
秋
の
レ
シ
ピ

…
…
江
部　

康
二
・
著

�
デ
ジ
カ
メ
写
真
で
は
が
き
・
カ
レ
ン
ダ

　

ー
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
作
り

…
…
ジ
ャ
ム
ハ
ウ
ス
・
著

�
鬼
平
犯
科
帳　

大
活
字
本

…
…
池
波　

正
太
郎
・
著

◆
児
童
書

�
ル
ウ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　

…
…
ク
レ
ー
ル
・
ク
レ
マ
ン
・
作

�
チ
コ
と
き
ん
い
ろ
の
つ
ば
さ

…
…
レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
・
絵

�
お
か
あ
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い

…
…
ユ
ン　

ミ
ス
ク
・
絵

�
モ
グ
ラ
の
見
た
海
…
秋
月　

夕
香
・
作

�
お
星
さ
ま
を
た
べ
た
タ
ヌ
キ
の
ポ
ン
タ

…
…
毛
利　

ま
さ
み
ち
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

　

月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

１１�
日
時　
　

月　

日 （
土
）

１１

１５

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

絵
本　

「
け
ん
か
の
き
も
ち
」

　
　
　
　

「
と
も
だ
ち
や
シ
リ
ー
ズ
よ
り
」

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　

「
と
も
だ
ち
ほ
し
い
な
オ
オ
カ
ミ
く
ん
」

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

　
　
　
　

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
シ
リ
ー
ズ
」

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
ふ
た
り
の
あ
さ
ご
は
ん
」

　

語
り　

「
す
ず
め
と
カ
ラ
ス
」

　

工
作

　

月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１１

１４

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

11月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

1

8765��2

1514131211�9

2221201918�16

29�272625��

30

図
書
館
だ
よ
り

　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク 

　

１１
　

【
大
人
も
読
み
た
い

　
　
　
　
　
　

良
い
絵
本
】

　

秋
も
深
ま
り
、
冬
に
む
か
う
季
節
で

す
。
じ
っ
く
り
読
書
し
ま
せ
ん
か
。

�
干
し
柿

　
　

西
村
豊：

写
真
・
文

あ
か
ね
書
房

�
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ

　
　
　

中
山
千
夏：
文

　

和
田
誠：

絵

自
由
国
民
社

�
夢
地
蔵

中
野
と
し
こ：

文
・
イ
ラ
ス
ト

　

ほ
う
ず
き
書
籍

　

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
逃
げ
出
し
た
子
犬
は
、
迷

い
込
ん
だ
村
で
自
分
の
宿
命
を
知
る
。
村

公
認
の
野
良
犬
と

な
っ
た「
チ
ビ
助
」

は
や
が
て
…
。
中

高
年
に
贈
る
ち
ょ

っ
と
不
思
議
な
も

の
が
た
り
。

�
お
ひ
さ
ま
は
ど
こ
？

メ
ア
リ
ー
・
グ
ラ
ン
プ
レ：

絵

フ
ィ
リ
ス
・
ル
ー
ト：

作

岩
崎
書
店

　

と
つ
ぜ
ん
太
陽
が
消
え
た
。
世
界
に
暖

か
な
光
を
取
り
戻
す
た
め
、
暗
い
雪
山
へ

と
向
か
っ
た
少
女
ル
シ
ア
。
だ
が
そ
こ
へ

現
わ
れ
た
の
は
恐

ろ
し
い
妖
怪
だ
っ

た
！
北
欧
民
話
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
、

愛
と
勇
気
と
光
あ

ふ
れ
る
物
語
。

（２００８年１１月）

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

とうみ

　

市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
か
ら
遠

い
地
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
移

動
図
書
館
車
「
し
ら
か
ば
号
」
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

　

「
し
ら
か
ば
号
」は
４
０
０
０
冊
の
本

を
積
ん
で
、
図
書
館
か
ら
２
㎞ 
以
上
離

れ
た
地
域
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

３
つ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
、　

カ
所
の
ス

３３

テ
ー
シ
ョ
ン
で
本
の
貸
出
、
返
却
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
し
ら
か
ば
号
」で
も
市

立
図
書
館
と
同
じ
よ
う
に
利
用
者
カ
ー

ド
が
作
れ
、
初
め
て
の
利
用
の
方
で
も

本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
し
ら
か
ば
号
」
に
な
い
本
を
予
約
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

「
し
ら
か
ば
号
」を
利
用
し
た
い
け
れ

ど
、
近
く
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
と

い
う
方
は
市
立
図
書
館
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、翌
年
３
月
ま
で
の「
し
ら
か
ば

号
」の
巡
回
表
は
、市
報
と
う
み
お
知
ら

せ
版
９
月　

日
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

１６

す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
同

様
、
移
動
図

書
館
車
「
し

ら
か
ば
号
」

も
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
利

用
を
お
持
ち

し
て
い
ま
す
。

おわびと訂正
　市報とうみお知らせ版９月１６

日号 １４ページに掲載しました

「しらかば号巡回表」の一部に

誤りがありました。おわびして

訂正いたします。

　　２コース　別府安楽屋

　　　誤　９：50～９：50

　　　正　９：40～９：50
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３　　　　位準　　優　　勝優　　　　勝部　　　　門競 技 種 目

和　・　滋野田　　　中東部ひげソレーズ軟 式 野 球

田　　　中祢　　　津北　御　牧女子
ソフトボール

田　中　Ｂ和　　　Ａ北　御　牧男子

ら い で んコトヒラ工業ルーキーズ男子
バレーボール

和・北御牧滋　　　野祢　　　津女子

永井　翔悟・滝沢　昌志田口　智巳・佐藤　剛志大澤　孝暢・本多　史明一般男子

ソフトテニス

中島美佐子・柳沢　初江斉藤　福枝・碓氷　昌代一般女子

柳沢　政勝・児玉　英雄武井　輝雄・小塚　文雄角田　義雄・飯島　嘉幸成人男子45歳以上

宮崎　良子・桜井ふじ子田中　澄子・細田あや子成人女子35歳以上

飯島　康男・関　　　剛寺島　国夫・矢野　義人田口　徳和・池田　一彦壮年男子

田中　悠斗・後藤　　開大園　紘輝常田　翔矢低学年男子

剣　　　　道

中嶋　　歩・柳原　あい今井　胡桃小宮山　芙低学年女子

戸田　太樹・竹原　祐斗小田中　豊矢沢　祐貴４・５年男子

渡辺　大樹・花岡　　瑛今井　郁海白倉　雄太６年生男子

斉藤　早紀・斉藤　水希柘植　映結高島　里歩高学年女子

和剣道スポーツ少年団尚　武　館北御牧剣道スポーツ少年団団体戦

山崎　貴史・小泉　拓海堀田　　廉戸田　拓馬団体中学生男子

依田　詩織・中嶋　乃愛赤尾奈津実山岸　智美団体中学生女子

Ｔ- バリアスメロンパンバーバリアンズ田　　　中バスケットボール

グロッサ東御清翔サ ッ カ ー

金　井　Ｂ八 反 田 Ａ西　宮　Ａゲートボール

黒岩　　崇・北原　貴史橋本　　信・園山　卓也櫻井　得二・滝沢　郁也男子ダブルス
テ ニ ス

白倉ケイ子・山口　昌子山崎　優子・上坂　亜弓中村　昌子・佐藤　京子女子ダブルス

村田　吉政・滝沢　悠人唯野　己哲楢原　紳太小学１・２年男子

柔　　　　道

唯野　貫太・小林　鉄明林　　大介渋谷　周平小学３・４年男子

鷹野　　仁・小川　隼矢羽柴　敦樹北原　龍司小学５・６年男子

斉藤　瑞希・土屋　朋未友野　　桜荻原　杏慈小学１～３年女子

依田　涼花・友野　　葵田中　　愛上原万智子小学４～６年女子

斉藤　雄高・遠藤　祐平濱田　　翔田中　佑希中学生男子

中村　愛里寺岡　雪音小山　由香中学生女子

新井　一幸・向井　直行荻原　治樹宮森　優綺一般男子有段者

滝澤　悠人・清水　朋華土屋翔太郎唯野　己哲Ｅトーナメント

　
　

月
５
日
、
第
５
回
市
総
合
体
育
大
会

１０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は　

種
目
に

１８

約
２
５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
中
央
公

園
内
体
育
施
設
・
北
御
牧
地
区
体
育
施
設

な
ど
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
、
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
優
勝
杯
返

還
、
代
表
選
手
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
選
手
は

各
会
場
に
別
れ
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▲各地区ごとに選手が入場

▲田中地区代表の井戸田盛男さんが選手宣誓を行う

▲バレーボール▲バレーボール

▲ゲートボール▲ゲートボール

（２００８年１１月）
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とうみ

３　　　　位準　　優　　勝優　　　　勝部　　　　門競 技 種 目

竹内　佳郎小島　治男北沢　貞光80歳以上

マ レ ッ ト
ゴ ル フ

滝沢　満良別府　基規山本　英一70～79歳

田畑　宗郎乗川　　進射手　幸雄18～69歳

柳澤さい子依田　春子木内美奈子女子の部

ちゅうりっぷ②まーがれっと女ハッピースマイル一輪車タイム差

チャレンジ
・ザ・ゲーム

みまきっ子ファイターズレインボーバードハッピーディズニー一輪車スピード

チームくるみドリームかのうきっず流星のマヨネーズ ロープジャンピング１０

ブラックホールズＦ　１　０キ テ ィ ー１０人馬跳びリレー

30名参加ヘルシーダンス

田　　　中北　御　牧和　　　Ａ団体戦

弓　　　　道 飛知和明弘押金　　孝柳沢　聡一個人戦近的

荻原　清人横山　好範押金　　孝個人戦遠的

ハミングＢビ ー ン ズＯＣＥＡＮ女子の部
ビーチボール

ドラゴンズ田 舎 男 爵にゃんにゃん男子の部

和・田　中滋　　　野祢　　　津団体の部

卓　　　　球

田中　智章・塚田　泰明佐藤　　昌福井　和馬一般男子

小林美沙子・佐藤　歩実竜野　洋子浅海　文香一般女子

酒井　一真町田耕太郎小学４年生以下男子

白井　大河小学５・６年男子

橋本　大空山本　誠也中学男子

春原　彩奈浅海　　渚田中　澄菜小学４年生以下女子

花岡　美祈・春原萌奈飯高さつき丸山　茶和小学５・６年女子

橋本　美空石和　成美阿部華奈子中学女子

宮崎　千徳身障の部

角田　達雄岩下　　正伊藤　　稔男子の部
グラウンドゴルフ

竹花　弘子鳴沢　良子黒沢美智子女子の部

身　障　Ｃ身　障　Ｄ身　障　Ａゲートボール
身体障害者協会

42名参加フライングディスク

　

第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、　

月　

日
か
ら　

日
ま

１０

１１

１３

で
大
分
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
小
林 
大  
成 
さ
ん
（
原

ひ
ろ 
し
げ

口
）
が
県
代
表
と
し
て
、
立
ち
幅

跳
び
と
砲
丸
投
げ
（
両
競
技
と
も

　

歳
以
上
の
部
）
に
出
場
し
ま
し

４１た
。　

　

そ
の
結
果
、
立
ち
幅
跳
び
で
は

見
事
金
メ
ダ
ル
（
記
録
２
ｍ 　

）、

０８

砲
丸
投
げ
で
は
銅
メ
ダ
ル
（
記
録

８
ｍ　

）
を
獲
得
し
ま
し
た
。　

２４

１５

日
に
は
、
花
岡
市
長
に
メ
ダ
ル
獲

得
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
長
距
離
の
移
動

な
ど
で
体
調
は
万
全
で
な
く
、
立

ち
幅
跳
び
は
自
己
ベ
ス
ト
記
録
を

更
新
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き

ま
し
た
。
砲
丸
投
げ
は
強
豪
選
手

が
出
場
す
る
中
で
メ
ダ
ル
が
獲
得

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
試
合

後
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
出
場
が
目
標
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
た
小
林
さ
ん
の

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　今年の複十字シール募金活動は、９月２０

日、２１日の巨峰の王国まつり会場と、９月

２７日、２８日に行われたきのこ中毒防止展の

会場で行いました。

　市民の皆様のあたたかいご協力によりま

して、3,418円が集まり、全額を財団法人

結核予防会長野県支部へ送金させていただ

きました。ありがとうございました。

複十字シール運動とは
　世界中から結核や肺がん、その他の胸部疾

患をなくして、人々が健康で幸せであるよう

に複十字シールを通じて、これらの疾患に対

する予防意識の普及啓発、誰もが健康診断を

受けることのできる予防事業のための資金造

成、さらに発展途上国の結核を中心とする医

療対策援助への協力を目的としています。

●問い合わせ先

　健康保健課保健係　�64-8882

複十字シール募金
ご協力ありがとうございました

  全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害者者者者者者者者者者ススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツ大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会全国障害者スポーツ大会

小小小小小小小小小小林林林林林林林林林林大大大大大大大大大大成成成成成成成成成成ささささささささささんんんんんんんんんん 見見見見見見見見見見事事事事事事事事事事金金金金金金金金金金メメメメメメメメメメダダダダダダダダダダルルルルルルルルルル小林大成さん 見事金メダル

▲金・銅のメダルを獲得し、笑顔で大会の
　様子を話す小林さん（右）

▲１０人馬跳びリレー▲１０人馬跳びリレー  

▲卓球▲卓球

（２００８年１１月）
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身体教育医学研究所身体教育医学研究所

  
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は

  
子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
康

  
に
も
影
響
す
る

　

か
ら
だ
を
動
か
さ
な
い
こ
と
が
心
の
健

康
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
の
問
題
に
影
響

す
る
こ
と
は
、
大
人
で
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
で
は
ま
だ
十

分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
北
部
で　

〜　

歳
の
生
徒
約
7

１５

１６

0
0
0
名
を
対
象
に
、
普
段
ど
れ
だ
け
か

ら
だ
を
動
か
し
て
い
る
か
と
、
感
情
や
行

動
の
問
題
の
有
無
と
の
関
係
が
研
究
さ
れ

た
の
で
紹
介
し
ま
す
（K

a
n
to
m
a
a

ら
2

0
0
8
の
研
究
）。

　

１
週
間
で
中
程
度
以
上
の
強
さ
の
運
動

を
実
施
し
た
時
間
が
1
時
間
未
満
だ
っ
た

「
不
活
動
な
子
ど
も
た
ち
」
と
、
4
時
間

以
上
実
施
し
た「
活
動
的
な
子
ど
も
た
ち
」

と
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、「
活
動
的
な
子

ど
も
た
ち
」
に
比
べ
て
「
不
活
動
な
子
ど

も
た
ち
」
の
方
が
、
様
々
な
問
題
の
発
生

率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
社
会
へ
の
不
適
応
」
が

男
子
3
・
6
倍
・
女
子
3
・
2
倍
、「
不

安
・
緊
張
の
傾
向
」
が
男
子
2
・
9
倍
、

「
引
き
こ
も
り
の
傾
向
」
が
男
子
2
・
8

倍
・
女
子
2
・
3
倍
、「
思
考
力
の
低
下
」
が

男
子
2
・
3
倍
、「
注
意
力
の
低
下
」
が
男

子
1
・
9
倍
・
女
子
2
・
1
倍
、「
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
行
動
」
が
女
子
1
・
8
倍
、

「
体
の
不
調
」
が
女
子
1
・
4
倍
と
、「
不

活
動
な
子
ど
も
た
ち
」
の
方
が
様
々
な
問

題
を
抱
え
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
と

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
か
ら

だ
を
動
か
さ
な
い
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の

心
や
生
活
上
の
様
々
な
問
題
と
関
与
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が　

年
１０

前
に
こ
の
地
域
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
自

然
環
境
が
恵
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
都
会
に
比
べ
て
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
が

少
な
い
、
と
い
う
実
状
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
も
、
元

気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
多
く
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

栄
養
士
で
す

   
１
日
に
何
を
ど
れ
く
ら
い

　
　
　

食
べ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

 鷹  野 　 薫  子  栄養士
たか の しげ こ

　

「
食
欲
の
秋
」が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
楽

し
く
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
自
分
に
合
っ
た
量
な
の
か
ち
ょ
っ
と

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
に
は
、
市

で
開
催
し
て
い
る
食
の
教
室
が
お
勧
め
で

す
。
詳
し
く
は
健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�　

－

８
８
８
３

６４

１日に何をどれくらい食べたらよいのでしょうか
高　齢　者成　人（基本）中　高　生食品群

300�300�400�乳　　　類

主
に
体
を
作
る
食
品

MS１個MS１個MS～L１個卵

手のひらサイズ
１切（60g）

手のひらサイズ
１切（60g）

大きめ１切（80g）魚　　　介

60g
（スライス３枚）

60g
（スライス３枚）

80～100g
（スライス４～５枚）

肉

豆腐1/4丁（100g）豆腐1/4丁（100g）豆腐1/4丁（100g）大 豆 製 品

１日分の目安…野菜中心の料理を４～５品で350～400gくらい
※漬物の量は少なめにし、塩分に注意

◎毎食よくかんで味わって食べましょう！

野菜・海藻
きのこ　　

体
の
調
子
を

整
え
る
食
品

りんご1/2または
みかん２個

りんご1/2または
みかん２個

りんご1/2または
みかん２個

果　　　物

中１個中１個中１個
い　　　も

主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な

る

食

品

軽く３～４杯普通３～４杯普通３～５杯
穀　　　類

２～３品２～３品２～３品
油脂・種実

10g10g10g
砂　　　糖

１日にとってもよい目安は160～200 kcal　　　　　　　　　　
（１日の必要エネルギーの10％まで）　　　　　　　　　　

※お酒は20歳を過ぎてから。　　　　　　　　　　

菓子・　　
アルコール

よ
く
動
い
た

ら
食
べ
て
も

よ

い

食

品

豚もも肉なら

じゃがいもなら110g

ごはんなら

油を使った料理

料理に使える量

※３日間で平均してこの位の量になるように心がけましょう。

温泉まんじゅう
１個120kcal〔 〕
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とうみ

　

東
御
市
解
放
子
ど
も
会
で
は
夏
休
み
を

利
用
し
て
、介
護
老
人
福
祉
施
設
で
の「
体

験
交
流
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
半
日

の
み
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
貴
重

な 
一  
時 
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
っ 
と
き

　

こ
の
施
設
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、

明
治
・
大
正
時
代
に
生
ま
れ
た
方
が
ほ
と

ん
ど
で
、
戦
前
・
戦
中
時
代
が
、
い
わ
ゆ

る「
青
春
時
代
」で
あ
っ
た
方
々
で
す
。
ま

さ
に
戦
後
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
築
き

上
げ
て
こ
ら
れ
た
立
役
者
で
あ
り
、
こ
の

方
々
の
存
在
無
く
し
て
今
の
私
た
ち
の
存

在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
居
者
の
方
々
は
、
私
た
ち
に
何
を
し

て
欲
し
い
の
か
は
語
り
ま
せ
ん
の
で
、
入

居
者
の
方
が
望
む
こ
と
の
中
身
は
何
か
、

そ
の
中
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
見
取
り
、
感
じ
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
か
ら
私
た

ち
は
相
手
の
思
い
を
見
抜
こ
う
と
す
る

「
感
性
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
受
け
入
れ
を
担
当
し
て
く
だ

さ
っ
た
介
護
福
祉
士
さ
ん
の
表
情
か
ら
も
、

多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
に
説
明
を
し
て
く
だ
さ
る
際
の
穏

や
か
な
口
調
と
笑
顔
、
そ
し
て
、
優
し
い

眼
差
し
は
、
慣
れ
な
い
私
た
ち
の
戸
惑
い

と
緊
張
感
を
自
然
と
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

介
護
福
祉
の
仕
事
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、

入
居
者
一
人
ひ
と
り
の
特
徴
を
的
確
に
と

ら
え
、
そ
の
方
に
合
っ
た
要
介
護
の
中
身

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

簡
単
な
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
介
護
現

場
の
一
端
に
触
れ
た
私
た
ち
に
は
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
人
権
に
配
慮
し
、
介
護
に

従
事
さ
れ
て
い
る
実
践
者
の
言
葉
と
し
て

重
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
活
動
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
折
り
紙
や
お
手
玉
を
し
て
喜
ん
で

も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
は
、

家
に
い
る
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
も
っ
と

大
切
に
し
て
い
き
た
い
な
」
等
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
交
流
活
動
を
、
今
後
の
解

放
子
ど
も
会
の
解
放
学
習
の
中
で「
人
権
」

を
切
り
口
と
し
た
学
習
に
生
か
し
、
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
訪
問
を
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た

入
居
者
の
方
々
の
表
情
に
触
れ
た
こ
と
は

幸
い
で
し
た
。
体
験
交
流
活
動
の
受
け
入

れ
を
、
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
介
護
老
人
福
祉
施
設「
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
」

の
皆
様
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う

　
　
 　
 
金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

無
人
契
約
機
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
街
中
に
普
及

し
、
借
り
や
す
さ
を
強
調
し
た
広
告
が
い

た
る
と
こ
ろ
で
目
に
つ
き
ま
す
。
借
り
入

れ
の
手
軽
さ
が
借
金
の
意
識
を
希
薄
に
し

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
返
済
能
力
を
超
え

て
お
金
を
借
り
て
「
多
重
債
務
」
に
陥
っ

て
い
る
人
は
全
国
で
2
0
0
万
人
を
超
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
・
・

①
高
金
利
の
借
金
を
し
な
い

　
　

安
易
に
借
り
入
れ
先
を
決
め
る
人
が

多
く
、
貸
し
付
け
の
金
利
が
よ
く
分
か

ら
な
い
ま
ま
借
金
を
す
る
人
が
い
ま
す
。

②
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金
を
し
な
い

　
　

借
り
入
れ
先
は
消
費
者
金
融
（
サ
ラ

金
）、
信
販
会
社
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
）、
銀
行
等
の
金
融
機
関
の
順
に

多
く
、
借
り
入
れ
て
い
る
人
の
半
数
近

く
が
消
費
者
金
融
と
信
販
会
社
の
両
方

か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
個
人
の
借
り
入

れ
件
数
の
平
均
は
、
8
・
3
件
、
借
り

入
れ
総
額
の
平
均
は
6
0
6
万
円
と
高

額
で
す
。

③
安
易
に
保
証
人
と
な
ら
な
い

　
　

破
産
申
し
立
て
を
し
て
い
る
人
の　
１０

人
に
１
人
が
、
他
人
の
借
金
の
保
証
人

と
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
借
金
の
保
証
人
を
頼
ま
れ
た
場
合

は
、
弁
護
士
な
ど
適
切
な
相
談
窓
口
で

相
談
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

だ
さ
い
。

④
早
め
の
相
談
を

　
　

返
済
が
困
難
に
な
っ
て
も
、
借
金
や

生
活
費
に
つ
い
て「
相
談
し
な
か
っ
た
」

人
が
半
数
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め

に
弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
　

（
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

「
く
ら
し
の
豆
知
識　

」
か
ら
）
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●
問
い
合
わ
せ
先　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�　

－

８
５
１
７

２７

市
民
課
生
活
環
境
係　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

振振振振振振振振振振りりりりりりりりりり込込込込込込込込込込めめめめめめめめめめ詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺のののののののののの 振り込め詐欺の
被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害がががががががががが減減減減減減減減減減りりりりりりりりりりまままままままままませせせせせせせせせせんんんんんんんんんん　  被害が減りません

　還付金詐欺など役所をかたった詐欺の事例

が増加しています。還付する者が役所の場合

は、担当の係へ必ず直接確認してください。

　電話や郵便物などで振り込むよう指示され

た時には、ＡＴＭ現金自動預け払い機では振

り込みをしないようにしてください。



 １１月の納税 （納期限１２月１日）

�固定資産税・都市計画税（４期）
�国民健康保険税（普通徴収）（６期）
�介護保険料（普通徴収）（５期）
�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（５期）

〈広告欄〉　

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋１（＋７）13（143）４（25）９（118）件数

－７（－１２）１４（180）４（32）１０（148）傷者

±０（＋１）０（２）０（０）０（２）死者

市内交通事故統計　９月分　　　　　　

９月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の９月の出動件数＝

火災　１件（６件）　救急85件（760件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年９月平成20年９月

33.3℃（２１日） 32.2℃（３日） 最高気温

11.4℃（２６日） 7.1℃（２８日） 最低気温

22.3℃　　　　20.1℃　　　　平均気温

77.8％　　　　78.8％　　　　平均湿度

156.0㎜　　　　81.0㎜　　　　降 水 量

平成21年５月３１日までに住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

（２００８年１１月） 18

年末調整や確定申告に必要な
『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』

が送付されます
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村
民税の社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場
合は、毎年1月1日から12月31日までの間に納付（納付
見込みを含む）した国民年金保険料の額を証明する書
類の添付等が必要です。
　そのため、１年間に納付した国民年金保険料の額を
証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
（ハガキ形式）が、社会保険庁から送付されます。
送付される時期
①11月上旬に送付
　　平成20年1月から９月30日までの間に国民年金
保険料の納付があった方は、11月上旬に送付されま
す。証明内容は、本年1月から９月30日までの間に
納付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込
まれる場合の納付見込み額です。
②２月上旬に送付
　　平成20年の途中から国民年金に加入した場合な
ど、10月１日から12月31日までの間に初めて保険
料を納付する方には、平成21年2月上旬に同様の証
明書が送付されます。
ご家族の国民年金保険料を代わりに納付した場合
　国民年金保険料は、被保険者本人だけでなく、その
世帯の世帯主及び配偶者にも連帯して納付する義務が
あります。
　ご家族の国民年金保険料を被保険者に代わって納付
した場合は、納付額の全額が納付した方の所得税等の
控除対象となります。年末調整等の手続きの際には、
ご自身の社会保険料の額と合算して申告してください。
その場合、ご家族分の「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」も申告する方の申告書等に添付する必要
があります。
　ご不明な点は下記へお問い合わせください。
　●問い合わせ先
　　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
レ
ジ
袋
削
減
に
む
け
て

　
　

月
か
ら
「
レ
ジ
袋
削
減
県
民

１０
ス
ク
ラ
ム
運
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
買
い
物

に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参
し

て
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
、

県
民
運
動
と
し
て
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
食
品
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
事
業
者
や
消
費
者
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
レ
ジ
袋
を
減

ら
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
取
り
組
み
を
全
県
的
に

広
げ
る
た
め
に
、
事
業
者
と
消
費

者
団
体
と
県
の
３
者
が
「
長
野
県

に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
の

協
定
」
を
締
結
し
、
お
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
県
民
運
動
と
し
て
レ

ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く

も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
ご
み
を
減
ら

〈広告欄〉

す
た
め
の
買
い
物
を
今
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

 
ご
み
を
減
ら
す

  　

上
手
な
買
い
物
を

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ご

み
に
な
り
そ
う
な
物
を
買
わ
な
い

こ
と
が
大
事
で
す
。
買
う
前
に
ご

み
が
増
え
な
い
か
を
考
え
、
ご
み

に
な
り
そ
う
な
物
は
で
き
る
だ
け

増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
減
量
へ
の
第
一
歩
で
す
。

 
買
う
前
に
…

本
当
に
必
要
な
の
？

　

見
た
目
だ
け
や
流
行
だ
け
で
の

衝
動
買
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

一
定
期
間
し
か
使
用
し
な
い
物
は

レ
ン
タ
ル
な
ど
を
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

ほ
か
の
物
で
代
用
で
き
な
い
の
？

　

代
用
で
き
る
物
を
利
用
し
て
い

ま
す
か
。
新
し
い
製
品
が
続
々
と

作
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
今
利
用

し
て
い
る
物
で
本
当
に
代
用
で
き

ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
不
便
で
も

使
え
ま
せ
ん
か
。

も
う
使
え
な
い
の
？

　

調
子
が
悪
く
て
も
修
理
し
た
ら

使
え
ま
せ
ん
か
。
掃
除
し
た
り
し

て
き
れ
い
に
な
れ
ば
使
え
ま
せ
ん

か
。

　
　

予
防
接
種
は「
医
療
費
控
除
」

　
　

に
な
る
の
で
す
か
？

　
　

毎
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

　
　

策
で
大
勢
の
方
が
予
防
接
種

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
等
で

医
師
の
判
断
の
も
と
行
わ
れ
る
も

の
で
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も

「
予
防
目
的
」
の
た
め
の
接
種
で

す
の
で
、
控
除
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

医
療
費
控
除
は
、
本
人
又
は
家

族
（
本
人
と
生
計
を
一
に
し
て
い

る
親
族
）
が
そ
の
年
に
支
払
っ
た

医
療
費
（
治
療
を
目
的
と
し
た
も

の
）
が
※ 
一
定
額
以
上
の
場
合
、
確

定
申
告
を
す
る

こ
と
で
納
税
額

を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

医
療
費
控
除

に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
は
、
税

務
課
住
民
税
係

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�　
－

５
８
７
７

６４

 
買
い
物
の
際
は
…

買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
！

　

買
い
物
に
行
く
と
き
は
買
い

物
袋
（
マ
イ
バ
ッ
ク
）
を
持
参

し
ま
し
ょ
う
。
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
も
ら
う
レ
ジ
袋
な
ど
は
、
ご

み
を
増
や
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物

の
時
も
手
で
持
て
る
程
度
な
ら

レ
ジ
袋
な
ど
を
断
り
ま
し
ょ
う
。

再
生
品
を
利
用

　

再
生
紙
を
使
っ
た
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
ノ
ー
ト
な
ど
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
物
が
原
料

と
な
っ
て
い
る
製
品
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
資
源
の
保
護
に
つ
な

が
り
ま
す
。

過
剰
な
包
装
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

過
剰
な
包
装
は
ご
み
を
増
や

し
、
資
源
の
浪
費
に
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
商
品
判
断
の
間
違

い
の
も
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
、
贈
り
物
の
と
き
も
過
剰
な

包
装
は
相
手
方
に
も
ご
み
を
増

や
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

買
う
前
に
よ
く
考
え
れ
ば
余

計
な
出
費
も
か
か
ら
ず
ご
み
も

増
え
ま
せ
ん
。
買
い
物
す
る
と

き
は
よ
く
考
え
て
、
余
計
な
ご

み
は
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

QＡ

とうみ

（２００８年１１月）19

※「一定額」とは
（その年に支払った医療費）―（保険金など
で補てんされる金額）＝Ａ
Ａ―（10万円又は所得金額の５%のどちら
か少ない額）＝医療費控除額（最高200万円）
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ートピックスー　地域の話題

（２００８年１１月）

小学校、幼稚園、保育園運動会
大きな声援と拍手が送られる
　９月下旬から１０月上旬にかけて、市内の小

学校、幼稚園、保育園で運動会が行われまし

た。かけっこや選抜リレーのほか、綱引き、

騎馬戦、ダンスなど児童、園児のがんばりに、

応援に訪れた家族などからは大きな声援が送

られていました。

芸術、文化を楽しむ
火のアートフェスティバル2008
　１０月１１日、１２日、芸術むら公園で、火の
アートフェスティバル2008が開催され、大
勢の来場者でにぎわいました。１０日には、こ
のフェスティバルのシンボルでもある登り窯
の火入れ式が行われ、市内保育園・幼稚園児、
小学生などの陶芸作品2,000点余りが、1,300
度の窯でイベント期間中昼夜を通し焼成され
ました。また、イベント広場の屋外ステージ
では、北御牧中学校吹奏楽部、北御牧小学校
音楽クラブのほか市内アマチュアバンドやプ
ロのミュージシャン、太鼓の演奏などを楽し
みました。

▲登り窯から勢いよく炎が上がる

▲上越市名立の皆さんによるアツアツ
　カニ汁の販売

▲オープニングは北御牧中学校吹奏楽部の演奏

▲焼きもろこしなどとうみの味を楽しむ

▲ガラス絵教室で作品づくり ▲陶芸作品の販売

▲選抜選手による紅白リレー （和小学校）
▲力いっぱい綱を引く （東保育園）

▲騎馬戦「いざ出陣」（北御牧小学校）
▲来入児も北御牧小学校の運動会
　に元気に参加

▲そろいの法被でソーラン節 （祢津保育園）
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ートピックスー　地域の話題

とうみ

（２００８年１１月）

で
き
ご
と
短
信

９
・　

▼
夜
間
の
交
通
安
全
の
た
め
、

２７

靴
の
か
か
と
に
反
射
シ
ー
ル

を
は
る
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ

ン
コ
作
戦
」

　
　
　
　

（
市
内
温
泉
施
設
）

９
・　

▼
第
５
回
市
民
登
山

２８

　
　
　
　

（
小
諸
市
浅
間
山
荘
〜
鋸
岳
）

　

・　

▼
市
文
化
協
会
第
２
回
音
楽
部

１０

１９

会
発
表
会

　
　
　
　

（
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
）

魅力ある自然を後世に
　９月２４日、湯の丸自然学習センターで、池の平シンポジ
ウム２００８が開催されました。午前中は、池の平湿原で自然
観察会を実施し、午後のシンポジウムでは日本山岳会の近
藤善則さんと長野県環境保全研究所元研究員の川上美保子

さんによる講演
のほか、山岳関
係者による座談
会が行われ、今
後の自然環境保
全に関する有意
義な話し合いが
されました。

　９月２７日から１０月６日まで、加沢の千曲川河川敷におい

てアケボノゾウ化石の発掘調査が、市民や学生ボランティ

アなど約３０名が参加して行われました。また、１０月４日に

は現地で発掘調査報告会が開かれました。今回の発掘調査

では、若いアケボノゾウの大 腿 骨や 肋 骨、頭 蓋 骨の一部と
たい ろっ がい

みられる化石が発見されました。この付近ではこれまでに

も、同じゾウの物と思われる骨などが見つかっています。

今回の発見は、アケボノゾウの生態を研究する上での貴重

な手掛かりになります。

アケボノゾウ化石の発掘
市民や学生ボランティアなどが参加

　中山間地域農業直接支払事業の曽根集落協定（代表　荻
原一徳さん）の皆さんが、９月に入ってから協定農地に景

観目的で植えた彼岸
花が、９月下旬に花
を咲かせました。荻
原さんは「初めて植
えてみたが、こんな
にきれいな花をつけ
てくれた。来年に向
けて本格的な植栽を
試みたい」と話して
いました。

曽根のほ場に彼岸花が咲く

日頃の成果を発表
　９月２６日、２７日の２日間、
東部中学校で第４５回学芸発
表会が、北御牧中学校では
第４２回かくま祭が開かれ、
各学校には保護者などが多
数訪れていました。
　生徒は日頃の学習成果の
発表や、クラスで練習を重
ねてきた合唱を披露しまし
た。

▲合唱コンクールで練習の成果を披露 （北御牧中）
▲３年生による総合的な学習の発表（東部中）

▲大 腿 骨とみられる化石
たい
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▼
就
園
前
の
子
ど
も
と
お
父
さ
ん
を
対
象
と

し
た
、
親
子
で
楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
講

座
「
パ
パ
遊
ぼ
う
よ
」
が
、　

月　

日
に
東

１０

１８

部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

特
に
平
日
は
仕
事
か
ら
帰
る
と
子
ど
も
は
寝

て
い
る
の
で
、
ふ
れ
あ
う
時
間
が
取
れ
な
い

と
い
う
お
父
さ
ん
方
が
多
く
、
こ
の
日
は
手

遊
び
や
体
を
使
っ
た
遊
び
な
ど
で
子
ど
も
た

ち
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
親
子
の
笑
い
声
が
広
が
り
、
そ

の
ほ
ほ
え
ま
し
い
様
子
に
私
も
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編

集

後

記

世帯数

11,478世帯（－７）

総人口

32,008人（－１７）

男 15,697人 （－１５）

女 16,311人 （－２）

（１０月１日現在）

人の動き

転入  71人（－９）

転出  92人（＋24）

出生  31人（＋４）

死亡  27人（＋１）

 ※カッコは９月対比

接
す
る
更
級
・
埴
科
郡
の
一
部
に
集
中
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
村
内
に
住
ん
で
い
る
神
事
舞
太
夫
（
宰

領
）
は
自
ら
を
「
習
合
家
」
と
名
乗
っ
て
「
組
」
を
組
織

し
、
巫
女
た
ち
を
統
率
し
て
近
隣
諸
国
を
巡
業
し
て
歩
い

た
。

　

信
濃
の
神
事
舞
太
夫
は
、
妻
や
娘
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

さ
ら
に
は
養
女
縁
組
や
多
く
の
子
女
を
弟
子
と
し
て
家
に

迎
え
入
れ
、
巫
女
育
成
に
努
め
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て

一
軒
の
家
内
構
成
は
、
男
性
よ
り
女
性
の
数
が
多
く
な
る

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　

神
事
舞
太
夫
は 
梓
神
子 
（
巫
女
）
を
引
き
連
れ
て
諸
国

あ
ず
さ
み
こ

巡
業
に
出
た
が
、
信
州
習
合
家
で
は
そ
の
活
動
が
組
織
的

に
行
わ
れ
、
し
か
も
他
国
の
巫
女
た
ち
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
か
ぐ
ら
や
祈
と
う
活
動
は
み
ら
れ
ず
、
口
寄
せ

�

�

�

を
中

心
と
す
る
巡
業
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
）

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

市
神
の
森

　

祢
津
西
宮
公
民
館
の
庭
内
に
〝
市
神
〞 （
石
積
み
の
壇
上

に
）が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
集
落
の
西
方
の
字「
市

神
の
森
」（
現
、
東
部
湯
の
丸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
）

に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の 
石  
祠 
に
は
、
年
号
は
不
明
で
あ

せ
き 

し

る
が
「
商
耕
」・「
繁
栄
」
さ
ら
に
は
「
再
建
寄
附
西
町

中
」・「
再
建
願
主　

銭
屋
清
五
郎
」
外
な
ど
氏
名
の
刻
銘

が
あ
る
。

　

「
市
神
の
森
」
は
往
時
の
交
通
の
要
地
で
も
あ
り
、
そ
の

付
近
に
は
寺
跡
も
残
さ
れ
て
い
る
。�
再
建
・
・
・
�
と

あ
る
か
ら
に
は
、
こ
の
市
神
が
ま
つ
ら
れ
る
以
前
か
ら

「
市
」
が
開
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
様
子

を
物
語
る
史
料
に
は
ま
だ
接
し
て
い
な
い
が
、
江
戸
時
代

に
定
期
的
に
開
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
「
市
神
の
森
」
の

「
市
」
は
、
諸
国
の
巡
業
先
で
巫
女
た
ち
の
得
た
収
入
、

そ
れ
に
諸
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
品
々
の
売
買
な
ど
で
年
末

か
ら
翌
春
（
巫
女
た
ち
の
帰
村
の
時
期
）
に
か
け
て
、
に

ぎ
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
神
事
舞
太
夫
・
梓 
神
子

     

集
団
に
よ
る
活
動

あ
ず
さ
み
こ

は
、
信
州
に
お
い
て
は
、
小
県
郡
、
佐
久
郡
、
そ
れ
に
隣

▲西宮公民館庭内の「市神宮」




